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                            Abstract 
   A new issue has been recognized in the education for minority-language children, 
which is how to adapt them to their own class. This research focuses on the scaffoldings 
by mother-tongue supporters assisting the minority-language children in the classes. 
Through the examination of the results, it turns out that those supporters assist the 
children to take part in their classes by using scaffoldings which promote the children's 
understanding of the lessons, improving oral and writing ability in Japanese, and acquir-
ing learning strategies. Furthermore, they mediate between the children and their
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teachers, and encourage the  children's learning motivation. Mother-tongue supporters 
are likely to be considered as "interpreter of the teacher". However, it is recognized 
that they assist language minority children more independently and creatively consider-






































































































すればよいかを学んだようです」 と嬉 しいqを いただきました。先生も日本人児童もどう対
応 していいかわからなかったとも話 してくださいました。そこで、私が教室に入ることで、こ
うすれば伝わるというサンプルになったのだと思います。これは教室で支援するメリットだと








「スキャフォールデ ィング」はWoodetal.(1976)が提 唱 した概念で、 「大人(親
や教師)が 、子 どもが独力では解 けないような問題 を解決 しようとしている状況 におい
て、その子どもの状態を診断 し見積 もり、そこに適切な足場をかけてあげることで、 目
標の状態へ 自分で子どもが到達できるよう、一対一でサポー トすることを示す概念」と
される(秋 田,2006,p133)。そしてスキャフォーノレディングの機能について ウッドら
は、 ① 課題についての興味を喚起す る、② 課題を適度にや さしくする、③ 課題の達
成過程 を維持する、③ なされたこととよい解決法 との違いの重要な要素を明確化する、
⑤ 問題解決過程でのフラス トレーシ ョンをコン トロールする、⑥ 期待 されているよい
行動のモデルを明示する、の6つにまとめている(西 口,2002)。
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言 語少数派の子 どもたちへのスキャフォールディングを取 り上げた研 究にハモン ド
(2009)がある。ハモン ドによれば、スキャフォールディングはマクロ ・レベル とミクロ ・
レベルの両方で起 こり、前者はカリキュラムの目標設定や学習活動の配列など教師によっ
て意 図的に計画 されたものであるが、後者 は授業の展開に応 じて生 じ、偶発的で相互
作用 的な特性をもつ。 このミクロ ・レベルのスキャフォールディングには次のものが挙
げられる。
・過去の体験 と結びつける(学 校の内外や家庭での体験を利用する)
・新 しい体験に 目を向ける(前 の授業を振 り返 りながら、新 しい 目標へ向か う)
・要約す る(一連のや りとりの終わ りに、や りとりの重要なポイン トをま とめる)
・相 手の発話 を取 り入れる(生 徒 と教師が、相手の発話 を自分の発話 に取 り入れる)




・主体的な発言力 を増加 させる(IRFの 「F(フィー ドバ ック)」により、生徒がよ




















対象教科 は国語である。学習者は中学3年 の男子生徒2名 で、1名は中国出身(以 下、































教材名(ジ ャンル) 実施時期(回 数) 支援担当者
『テレビ映像の本質』(説明文) 2010年5月～6月(3回) CTI,CT3
『卒業ホームラン』(小説) 2010年7月(4回) CT2,CT3
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表4一 斉授業における母語支援者のスキャフォールディング
スキャフォー ル 在 籍 級 授 業 の 展 開
デイングの種
類 音読の場面 プリント返却の場面 内容理解の場面 宿題を連絡する場面 授業記録を記入する場面
a ・音読開始箇所を ・JTの指示の通訳 ・JTの指示のポイン ト ・授業記録の取り組
基本的な学 確認する ・教科書やノー トを開 通訳 み方をS男と相談す
習活動への ・音読 についてき くよう促す ・S男の宿題の遂行状 る
参加を促す ているか確認す 況を確認する
る ・宿題の提出期限を
・音 読箇所を指 し 確認する
示す
B ◆JTの質問や説明の ・課題の内容を確認 ・授業記録の項目に
学習内容の 通訳 する ついて説明ずる
理解を促す ・そのまま通訳 ・課題の進め方をア ド ・書 くべき内容 につい
・ポイント通訳 バイスする て具体例を示す
・補足 して通訳 ・S男が課題のアイデ ・S男がアイデアを示
◆CTの自発的な質問 アを述べる→評価す す→ 修正 ・評 価 ・
や説明 る 説明する










C ・交渉に必要な日本 ・JSの用いた日本 語 ◆表記
日本語表現 語表現を教える 表現を紹介する ・漢字や仮名を教える
の習得を促 ・既知の日本語表現 ・S男が聞き取れなかっ /修正する
す で言い換える た語彙にっいて質問 ◆表現





D ・JTの説 明の通訳 ・ノー トテーキングさ
学 習ス トラ ・音読やCDの聴き 樋
テ ジーの 獲 取り方を示す ・重要事項 にマークを
得を促す ～漢字や挿絵に っけさせる
注目させる ・辞書を引いて確認す
～ ス トー リー を る





E ・JTと交 渉す るよう ・体調を気遣う ・安心させる ・記述をほめる







G ・教室での振る舞い方 ・今やるぺきことを整 ・助力を示す ・助力を示す









たとえば、 「你能跟上吗她读哪儿了，你 知 道 吗 （ついていける？どこまで読んでるか 
わかる？）」のように8 男が日本人生徒の音読についてきているカ囉かめたり、 「老师让 
翻书，然后把ノート也打开。你把你那笔记本也打开。 （先生は本を開いてって。 ノート 







らえて通訳する^ 質問を補足して通訳するという3 通りの形が認められた。また、授業 
者の説明を伝える場合でも、要点のみを伝えたり.、逆に説明を補足するなど、母語支 




！ 0 1 3 ：典子是ー个什么样子？どんな様子，「様子」就是样子的意思0 ！
！ 〔典子はどんな様子ですか？ どんな様子？ 「様子」つて中国語で「样子」の意味です。〕 ！ 
: 〔2010 年7月 6 日） I
【例1】で母語支援者は授業者の質問を中国語で伝えているが、それにつけ加えて「様 




0 は日本語の表記や表現の習得を促すスキャフオールディングである。次 の 【例 2】
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で は 「漢」の字がわからない子どもに対し、母語支援者は答えを簡単に与えるのではな 
く、身の回りにある手がかりを示すとV ヽう助け方をしている。
【例2 ：漢字を教える】 |
0 7 2  : 汉字会写吗〔「漢字」って書けますか。〕 ！
3 男 ：漢字？汉字？ 〔漢字？漢 字 & I I ゴ） ？〕 ！




8 男 ：嗯，这个。〔うん、これですか。〕 〈2010年7月7 日） |
このようなひと手間かけた対応は随所に見られ、た と え ば 「今日の授業で録音をーコ 
マ聞きました」 と日本語で記述した子どもに対し、 「或者你可以说个 “ ずっと” ，“ ずっ 
と” 就是一直是吧。 （あ る い は 「ずっと」を加えて、 「ずっと聞いて」って書いてもいい 









次 の 【例 3 】では、取り出し支援で使用している母語翻訳文を在籍級の授業で使って 
よいこと、 日本語の文章がわからなレ、ときは積極的に活用すべきことを示してレヽる。
丨【例3 : 翻訳文に注目させる】 丨
： 0 7 1  ：先看这个吧！然后这边有中文。你要不会，看中文。 | 
： 〔こ れ （ニ翻訳文）を見て。ここに中国語がついてるから、わからなかったら、中 国 語 ： 
： のところを見て。〕 〔2010年7月9 日）
このように内容理解を助ける手立てとして学習ストラテジーを教えていくことは、子
— 21  —




| 【例4 : ほめて励ます】
！ 0 1 1 ：我给你写啊？ 你写的挺好的啊！
！ 〔私が書いてあげる？ あなたは上手に書けるじやない！〕 ⑶ ]!)年7月9 日） |
【例4 】は 「日本語が書けないから、代わりに書いてほしい」 と甘える3 男に対し、母 







？' は、 母語支援者が子どもと授業者の仲立ちを図ることで、子どもの授業参加を支 
えようとするものである。
| 【例5 : 授業者の励ましのコメントを伝える】 ：
！ (氺返却された「授業記録」に、授業者のコメントが書かれているのを見て） |
！ 8 男 ：「よくがんばったね0」（音読する） ！
: 0 7 2  : “ よく頑張ったれ” 就表扬你是努力了。 |
！ 〔「よく頑張ったね」。あなたが頑張っていることを褒めたという意味です。〕 I
； (之り扣年7月1 4日） 丨
【例5】では、授業者が3 男 の 授 業 記 録 に 「がんばったね」 とコメントを書き入れたも 
のの、3 男はその意味がわからない。8 男がコメントを音読する様子を見て、母語支援 
者は授業者がメッセージに込めた意味を子どもに伝えて！/ 、る。
一斉授業の中では授業者と個々の生徒が意思伝達する機会は大変少なレヽ。 日本語力






で、 母語支援者は両者の意思伝達を図ろうとしている。 さらに、 入り込み支援者 
の支援記録には「授業の始終、I ' 先生 が 常 に 『3 君は大丈夫？』のような目線 
を私に送ってきた」 〈2 0 10年 1 0 月 1 日） とあり、授業者は母語支援者とアイコンタクト 




八 〜 ？の他、教室での振る舞い方を教える、授業後に手助けすることを示す、今や 
るべきことを整理する、在籍級においても母語使用を積極的に認めていくなどのスキヤ 
フォールゲ'イングが認められた。





事 例 ⑴ は 授 業 の 終 盤 、授業者によるまとめが述べられた後のやりとりである。
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(注び ! ' : 在籍級の授業者、3 3 ：日本人生徒）
かによる授業のまとめを受けて、0 1 ' は、几の説明を子どもが理解できているカ猶 
認するが、返答はない。そこで0 1 ' はの 'の説明を中国語で繰り返すのではなく、 「先生 
が言った三つの内容」、すなわち本時の学習のポイントを「徹夫の気持ち」 「智がバット 
を振るときはどうなるのか」 「1 9 連勝にどんな意味があるのか」という質問に置き換え、 
具体的に聞レヽていくことで、8 男の理解を確認する方策をとつた。 このように母語支援

























3男 ：— 。明白了。〔19連勝。わかりま 
した。）
07 : 1 1 9 3 .然后意味着什么呢？这一场 
是第20场，然后怎么样？ 【2秒】希 
望他蠃坯是褕？









































者が独自の判断で I 只？シークェンスを活用していることは、在 籍 級 の 中 で 「入れ子式」 
のような形で071' と8 男の授業を展開してレヽるとも言える。
しかも、上のやりとりに見られる0 1 ' の 解 説 （「第 2 0 回も勝ちたいね0 だから、 こう 
いう状況では、 しかし智の実力はまだ足りないし、本当のこと言うと、智を出場させな 
い可能性もあるということですね0」〉は、』丁 の 説 明 （「監督としてはやはり勝ちたい。 
そういう試合なので、智は出せな！/ 、かなっていうような思'/ 、をしてレ、るところです」〉に 
沿っていながら、 しかし、 ' の説明をそのまま翻訳したものではない。 あくまでも 
自身の言葉による説明であり、そこには教材文の内容を熟知した母語支援者の姿が認 
められる。
さらに、0 1 ' と8 男との間で質問-応答のスタイルが採られたことで、8 男は自分の読 
み取りを何語であっても伝えねばならず、 このようなやりとりの積み重ねはハモンドの 
言 う 「主体的な発言力を増加させ、理解や考えを深めるきっかけを与える」スキヤフォー 
ルディングに通じると言えよう。





〔「还是你自己问好不好？」やはり自分で聞 '/ 、てみたらどう？） とそれに必要な日本語 
表 現 （「私のはないです7 僕のはないですゾないです」）を教えることで、母語支援者が 
子どもをスキヤフオル ドして! /ヽる例である。
教室内で問題が生じたとき、母 語 支 援 者 が 「子どものため」 と肩代わりするのではな 
く、子ども自身が解決に向けて行動できるような支え方がここには認められる。そして、 
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43  : 何月まで 
夏ですか 
^3  : え一、先 
生、何月まで 
夏なんで^、




38 : 終わるのは 
いつですか。 
几 : え？
43  : 夏が終わる 
のはいつです 
か。
^ : 夏がおわっ 
たら、まあ、
9 月過ぎたら
1^8 : はあ' ―
^ : 今は暑い 
で" ^ 0 
^8  : 暑いですか。 
43  ：う一ん。



















0 7  : ？，就是"私のはないです”。
(うん、私のはないですと同じです。）
3男 ：ぼく ？
0丁 : “ぼく” 就是“我” 的意思。
(「ぼく』は 「わたし」という意味。）
3男 : ぼく。













5 ： # #


















在繖 へのスリ腿み支揚κ方ける母語支屡者のヌ≠ウフォ ルーディング 清田淳子


























































































2)学 校や子 どもの状況によっては、取 り出し支援のみを行い、入 り込み支援を実施 しな
いケースもある。その揚合には、子どもだけで在籍級の授業に参加することとなる。
3)同 校は、平成15年度 「母語を生かした学習支援モデル」実践校、平成18-19年度 「帰
国外国人児童生徒への母語を用いた学習支援研究」推進校、「日本語を母語 としない子 ど
もたちへの学習支援事業」対象校であった。また、平成17年度科学研究費補助金(萌 芽
研究:課 題番号17652049、研究代表者 岡崎眸)、平成21年度科学研究費補助金(基 盤研
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